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例会発表要 旨 第158回1999.2.6

写 真 の展 示 空 間

1930～40年 代 を中心 に 一

小林美香/京 都工芸繊維大学博士後期課程

今回の発表で論考の対象 とした 「写真の展

示空間」の中には,写 真をディスプレイの道

具として一時的に使うような展示 と,写 真に

作品としての価値を与えるような展覧会の両

方が含まれている。それは,状 況によって様々

な形を取り得るという写真の物質性と,展 示

の一時性との関わり合いを問題として扱 うた

めである。

また,1920年 代後半から40年代初頭 という

時代に注目するのは,性 格を異にするように

見える,こ の二っの展示形式が この時期に何

らかの関わり合いを持 っていて,そ の関わり

合いを注視することによって,美 術史的な写

真史が捉え損ねる当時の実情に近づけるので

はないかと考えたためである。

■ ノイエ ・フォ トグラフィの展開

このために,ま ず第一次世界大戦後,1920

年代に ドイッを中心に勃興 したノイエ ・フォ

トグラフィーの動向と,そ の動向を集大成す

べく1929年 に開催された展覧会 『Filmund

Foto(映 画 と写真)』,そ して1920年 代後半

から盛んになった写真を使った展示デザイン

をとりあげる。

ノイエ ・フォトグラフィとは写真の技術革

新が進み,印 刷媒体の中での写真の用法と流

通が拡大 していった1920年 代に,写 真の多様

な表現を模索 した様々な活動を総称 したもの

である。1920年 代には,こ のような写真の展

開 と連動するかたちで,映 像メディアが持っ

力を公に知 らしめることを目的とした展覧会

が,ド イッ各地で開催 された。その中でも

1929年 にシュトゥッツガル トで開催されたド

イッ工作連盟主催の 『FilmandFoto』 は,
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ドイ ツの み な らず フ ラ ンス,ソ ビエ ト,ア メ

リカを も範 疇 に入 れ,約1000点 以 上 もの 写 真

が展 示 され る とい う,1920年 代 の写 真動 向 の

集大 成 と言 うべ き もの で あ った 。

この展 覧 会 の写 真 展 示 の構 成 は,「 歴 史 」

と 「現在 」 とに構 造 化 され て い た。 歴史 部 門

の部 屋 の構 成 を担 当 したの は ラズ ロ ・モ ホ リー

ナギ で あ り,彼 は1925年 に 『絵 画 ・写真 ・映

画』 を発 表 し,そ の 中 で 「光 の 造 形」 と して

の写 真 の指 向 すべ き方 向 を明示 し,写 真 独 自

の表 現 の可 能 性 を説 い た。 『FilmundFoto』

の この よ うな構 成 に は,写 真 が マ ス メデ ィア

に広 く浸 透 して い った時 代 にお いて,写 真 の

歴 史 に対 す る意 識 が高 ま って い た とい う当 時

の状 況 が反 映 さ れ て い る。

ノイ エ ・フ ォ トグ ラフ ィの展 開 は,こ の よ

うな写 真 を テ ー マ に した展 覧会 に と どま らず,

様 々 な展 覧 会 や博 覧 会 の展 示 デ ザ イ ンに も広

ま って い った。 っ ま り複 数 の写 真 を組 み 合 わ

せ る こ と,あ る い は写 真 を グ ラ フ ィ ッ クの要

素 と組 み合 わせ る こと に よ って,メ ッセ ー ジ

を分 か りやす く,し か も詳 細 に伝 え る と い う

広 告 写 真 や フ ォ トジ ャー ナ リズ ムで 開発 され

た テ クニ ック が,三 次 元 的 な広 が りを獲 得 し

た の で あ る。

写 真 を展 示 デ ザ イ ンの中 に取 り入 れ,活 用

す る メ ソ ッ ドは,グ ラ フ ィ ック ・デ ザ イ ナ ー

の ヘ ル ベ ル ト ・バ イ ヤ ーが 描 い た 『視 界 の ダ

イ ア グ ラム』(1930)や 『360度 の視 界 の ダイ

ア グ ラム』(1935)の 中 に最 も よ く表 さ れ て

い る。 バ イ ヤ ー は,ダ イ ア グ ラ ムの 中 で,展

示 の領 域 を,壁 面 のみ な らず,見 る人 の 視界

を 中心 に天 井 や 床 の方 向 に まで拡 大 し,展 示



会 場 の入 り口か ら出 口 に至 る まで,観 客 が展

示 の意 図 を物 語 と して 視 覚 的 に明確 に読 み と

れ る よ うな構 成 にす る こ とを,展 示 デ ザ イ ン

の 目 的 と して い た。

■ ニ ュー ヨー ク近 代 美 術 館 の 設 立

次 に,こ の よ うに1920年 代 に ドイ ッを 中心

に展 開 して い っ た ノ イ エ ・フ ォ トグ ラ フ ィー

が,1929年 に設 立 され た ニ ュ ー ヨー ク近 代 美

術 館 へ の受 容 の過 程 を見 て ゆ く。 ニ ュー ヨー

ク近 代 美 術 館 は そ の設 立 当 初 か ら,写 真 を モ

ダ ンア ー トの1ジ ャ ンル と して 導 入 す る こ と

を表 明 して お り,1940年 に写 真 部 門 を 開設 し

た。 写 真 部 門 の 開設 は,当 時 の美 術館 と して

は,他 に例 を見 な い試 み で あ っ た。 つ ま り,

展 覧会 の オ ー ガ ナ イ ザ ー で あ る写 真 部 門 の 部

長 が,美 術 館 の 中で の写 真 の蒐 集,研 究,展

示 の方 針 を,白 紙 の状 態 か ら模 索 して ゆ く こ

とに な った。 写 真 部 門 開 設 の前 後 に は,初 代

部 長 の ボ ー モ ン ト ・ニ ュ ー ホ ー ル と2代 目部

長 エ ドワー ド ・ス タイ ケ ンが 展 覧 会 の 企 画 に

携 わ った。 美 術 史 家 ニ ュー ホ ー ル と,写 真 家

ス タイ ケ ンの写 真 に対 す る考 え方 の違 い は,

そ れ ぞ れ が企 画 す る展 覧 会 の形 式 の違 いに 明

確 に表 れ て い る。

ボ ーモ ン ト ・ニ ュ ー ホ ー ル は,部 門 開 設 に

先 立 って,1937年 に写 真 の100年 間 の 歴 史 を

総 括 す る展 覧会 『Photography1839‐1937』

を 企 画 した。

二s‐ ホー ル は,『FiImundFoto』 に 強

く影 響 を 受 け,「 光 の 造 形 」 と して の ノ イ エ

フ ォ トグ ラ フ ィー の理 論 を,美 術 史 家 と して

受 容 ・解 釈 して,モ ダ ンア ー トと して の写 真

表 現 の 歴 史 を提 示 しよ う と した の で あ った 。

そ して,そ の歴 史 的 な枠 組 み の 中 で写 真 家 を

自立 的 な 芸 術家 と して位 置 づ け,実 際 の展 示

に際 して は,1点1点 の 写真 を額 装 し,従 来

か らの美 術 館 で の作 品 の あ り方 に適 応 させ て

い っ たの で あ った。

その一方で,エ ドワー ド・スタイケンは,

グラフ雑誌のピクチャース トーリーの手法を,

ヘルベル ト・バイヤーの展示メソッドと組み

合わせることによって,メ ッセージを伝達す

る媒介としての写真の可能性を,展 示空間の

中で引き出そうとしたのであった。1942年 に

開催された 『RoadtoVictory(勝 利への道)』

は,ス タイケンが戦時体制下に企画 した展覧

会の代表例である。時事的なテーマを扱い,

当時の思潮を色濃 く反映 し,プ ロパガンダを

目的としたこのような展覧会は,グ ラフ雑誌

が全盛期を迎えっっあった当時,多 くの観客

を動員 したのであった。

■おわ りに

スタイケンの展示活動は,美 術館の制度的

な観点か ら回顧すると,そ の基準から大きく

外れた,例 外的なもののようにも見える。彼

の展示方法においては,個 々の写真は写真家

の作品として扱われるのではなく,あ くまで

も素材の一部となり,展 示された写真が作品

として後に残ることはなかったか らである。

しかし,美 術館の制度ではなく,写 真の展示

ということに照準をあわせるならば,ス タイ

ケンの活動を,ノ イエ ・フォ トグラフィの延

長線上に位置づけ,当 時マスメディアの中で
'認識され

っっあった写真の機能,可 能性を展

示という形で開示して見せたものとして評価

することができる。また,こ こで強調 してお

きたいのは,そ の展示が一時的であるがゆえ

に,美 術史的な写真史が対象 とする写真作品

を通 しては捉えられない,当 時の写真の実情

を明確に表 していることである。 このような

意味から,「展示」という写真 を見せる一時

的な形式に立ち返り,そ れを注視することに

よって,写 真史研究の美術史的な枠組みを見

直 し,研 究対象となる写真の位相を新たな角

度から捉え直す一っの可能性を見いだすこと

ができるのではないだろうか。
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